
第2回 �上郷高木 �交跡地寺 �リ �活 � � � �検討 �会議資非 �叫 � 

＞第1回会議で出された意見の整理

≫人口推計（国・市・豊里地区）

≫廃校利用■市民農園の全国の事例

≫利活用の方向性について
【参考資料1】つくば市都市計画図，【参考資料2】つくば市配水管台帳

【参考資料3】つくば市公共下水道台帳図

【参考資料4】つくば市都市計画マスタ⊥プラン（案）（抜粋）

【参考資料5】未来につなごう　みんなの廃校プロジェクト　作成：文部科学省

【参考資料6】地域活性化の拠点として学校を活用した地域づくり事例調査　作成：総務省

【参考資料7】つくば市学校等適正配置計画（指針）（抜粋）
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第1回会議で出された主な意見 

①地域や市全域のニーズがどの辺にあるのかを整理する必要がある。
②将来的にこの地域に何が必要か．将来を見据えた検討が大事である。
③市中心部と上郷地区との関係性を整理する必要がある。
④将来の人口推計を踏まえた検討が必要である。
⑤少子化で閉校が続いている中で文教施設は難しいと思われる。
⑥市はどのように発展させたいのか，検討方針を明確にする必要がある。
⑦市のスタンスがないと検討が進まない。文教か商売か明確にする必要がある。
⑧暫定利用から始めて徐々に地域としての利活用策を考えるのも良いと思う。
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申地元は元々学校であり，引き続き文教施設の誘致を希望している。
＼J②インフラ整備を優先に。特にアクセス道路の整備を進めてほしい。

③建物を撤去して更地にし，跡地をひとくくりに整備するのが良い。
④廃校後の利活用事例を参考にすると良い。
⑤地元が愛着を持てるように地元が頑張ることが大事だと思う。
⑥建物とグラウンドの利活用は別に考えてほしい。
⑦ミニ工業団地を作りものづくり企業の誘致を進めて欲しい。

社会ニーズについて，意見の整理

①介護専門学校・福祉・医療関係はニーズが増大すると思われる。
②地域が活性化するような施設が必要である。
③地域の防災拠点としての利用も必要だと思う。
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日本の将来推計人口（H24年1月） 
平成72（2060）年の人口は8，674万人、65歳以上人口割合は39．9％ 

今後わが国の人口は減少する見通しである。
平成22（2010）年国勢調査による1億2，806万人から，平成42（2030）年に1億1，662万人となり，平成60（2048）年に

は1億人を割って9，913万人となり，平成72（2060）年には8，674万人になるものと推計される。

平成72（2060）年までの50年間で，人口は4，132万人（当初人口の32．3％）の減少が見込まれる。

同推計期間に，年少人口（0－14歳人口）は当初の1，684万人から791万人へと893万人（当初人口の53．0％）の減少
生産年齢人口（15－64歳人口）は8，173万人から4，418万人へと3，755万人（同45．9％）の減少が見込まれる。

これに対し老年人口（65歳以上人口）は2，948万人から3，464万人へと516万人（同17．5％）増加する。

（出典：国立社会保障・人口問題研究所）
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人口推 �計 �（つくば市全体） 

つくば市未来構想における将来人口では，今後も一定の人口定着が続き，平成47年の25万2千人をピークとして，

やがて，緩やかに人口減少に転じると予測しています。　　　　（平成27年9月現在人口：223，151人）
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人口推 �計 �（つくば市全体の年齢別） 

人口の構成については，年少人口と生産年齢人口の割合が減少し老年人口が増加していくと推計されて
います。さらに，人口の構成については，年少人口の割合が現在15．5％であるのに対し，平成47年には
11．4％程度に，生産年齢人口は現在の67．2％が平成47年には66．1％程度に，老年人口は現在17．1％

が，平成47年には22．4％程度になると推計されます。

※年齢区分の定義年少人口：0歳～14歳，生産年齢人口：15歳～64歳，老年人口65歳以上
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人口推 �計 �（豊里地区） 

豊里地区総数

平成2526272829303132333435363738394041424344454647484950、5152535455565758596061626364656667
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全国の廃校利用の事例 

平成14年度～平成25

年度の廃校5，801校中，

活用の用途が決まってい
るのが3，587校。そのうち

約70％は文教施設として

活用されていますが，地
域住民の工夫で，体験交
流施設や社会福祉施設と
して活用されているものも

あります。
（出典：文部科学省「廃校施
設活用状況実態調査」，平成
26年）
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全国の廃校利用の事例 
教育施設 

・坤轟川巣　砲兵市　旧巳同山小学校

鼎立蠣訴ひなたや豪重義讐機
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す偏執囁議聡め親戚機級も鶴亀句洩膿恕技監恕曲流
親敷廃品です薫
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山口県　山口市　旧引谷小学校

山口轟立大事サナナイトキャンパスく徽鶴嶋攣ゴくU礪轟センターI
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騰枠上lなったJl、丁校を、♯鶉、研究員（．fせ
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教育施設として活用されている事例。

特別支援学校，野外活動体験施設，専門学
校，体育館，大学のサテライトキャンパスとし
て，活用されている事例。
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全国の廃校利用の事例 
体験交流施設，文化・創業支援施設 

宿泊施設を整備し，農林業等の自然体験をしな
がら，地域住民との交流拠点として活用してい
る事例。
地元食材を生かした地産池消メニューの提供も
行われている。

新たな産業の育成や創業の支
援を行っています也映像儀デザ
イン・建築のウークショップなど
のイベントも闇俺していますい

常軌窄頁都市　旧鴨池小学校

京覇駐韓マンガミュージアム

マンガ資料を収集・保詳し、持物鵬・夙遊鮨機能、研

究機能、生涯革習機能、新鹿蒸朝出事人材育成捻級
を有する我が陶初めマンガ文化の総合拠点として活
用してい末す．

㌧・「■；■Lム←1・こ【‾‾1‾∵て、∴．て∵

登肥頂燕領凝頑も　新磯麿瀾腐鳶
て墨汚熟貯ら注錆を簸漉てい還

ニ†恥つJ

北海道新冠取　消無線gj登校

太嶋の癖ティマシオ業績■

インタ仙ネットオ岬ウシヨンにより施設を売却し、フ

ランス幻想絵画の巨匠、ジェラール・ティマシナの代表
作約二百点を最示する美術館に生まれ変わりました．

文化芸術の拠点として活用するだけでなく，
ものづくりや「クールジャパン」につながる新
産業の創出を図っている事例。
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劉 �J活用の方向性l羊ついて 

路等インフラ整†

ものづくり企業
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文教施設

～地域ニーズを勘案し，

社会ニーズや
踏まえ，
化拠点
～検討する

部地区

ト・人口減少，少子高齢化

・地方創生

～

・上郷地区の特色，位置付け

・地域の理解
・公設民営，公設公営か

民間活用か

・土地の分割活用の可否
■既存建物の活用の可否
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～利活用施設（案）～

・特色ある教育施設
・看護学校等医療関連施設
・老人ホーム，介護福祉施設
・滞在型市民農園
・工場，食品店舗
・グラウンドを活用した

運動施設
・防災施設など
・000
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